
○障害福祉サービスの支給決定手続きの流れ
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医師意見書
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一次判定（コン

ピュータ判定）
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サービス等利用計画案の提出

サービス利用意向等の勘案事項

相談

利用申請

サービス等利用計画案の提出依頼

障害支援区分認定調査（８０項目）

サービス事業者との契約、サービス利用

サービス等利用計画の作成

支給決定、受給者証の交付

市審査会の意見聴取

支給決定案の作成

・唐津市障がい者相談

支援センター

・指定相談支援事業所

（からつ医療福祉セン

ター、からつ学園など）

・唐津市障がい者支援

課又は市民センター市

民福祉課など

市は申請のあった本人

または保護者へ、サー

ビス等利用計画案の提

出依頼を行います。

認定調査員が申請の

あった本人及び保護者

などと面接をし、心身の

状況を把握する８０項目

の調査と、日中活動や

居住環境などを把握す

る概況調査を行います。

調査結果と医師意見書

をもとにコンピュータに

よる障害支援区分の一

次判定を行います。

市審査会では、一次判

定結果、概況調査、特

記事項及び医師意見書

の内容を踏まえ審査判

定を行い、審査判定結

果を市へ通知します。

市は、市審査会の審査

判定結果に基づき、非

該当または障害支援区

分１～６の認定を行いま

す。

市からサービス等利用

計画案の提出を求めら

れた人は、指定特定相

談支援事業所が作成し

たサービス等利用計画

案を市へ提出します。

※事業所に代わり、本

人や家族などが計画

（セルフプラン）を作成す

ることも可能です。

指定特定相談支援事業

所は、支給決定後に

サービス等利用計画を

作成します。

市は、申請のあった本

人または保護者に、障

害福祉サービス受給者

証を交付します。

申請のあった本人また

は保護者は、指定障害

福祉サービス事業者な

どと契約を結び、サービ

スを利用します。


